
　

日
増
し
に
暑
さ
が
厳
し
く
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
会
員
の
皆
様

に
は
益
々
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

去
る
五
月
十
三
日
に
鳶
巣
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
て
令
和
五

年
度
通
常
総
会
が
開
催
さ
れ
、
役
員
改
選
に
於
い
て
会
長
に
再
任
さ

れ
ま
し
た
。
三
期
目
と
な
り
ま
す
。
引
き
続
き
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

　

三
年
余
り
に
及
ん
だ
コ
ロ
ナ
禍
も
こ
の
五
月
八
日
に
は
位
置
付
け

が
「
２
類
」
か
ら
「
５
類
」
に
引
き
下
げ
ら
れ
、
個
人
の
判
断
で
活

動
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
活
動
に
支
障
を
き
た
し
た
こ
の
三

年
余
り
の
苦
難
の
中
、
創
立
四
十
五
周
年
記
念
大
会
を
成
し
遂
げ
、

第
六
十
九
回
清
吟
堂
本
大
会
で
は
練
習
の
成
果
を
十
二
分
に
発
揮
す

る
こ
と
が
で
き
、
又
各
種
吟
詠
大
会
で
は
数
々
の
入
賞
と
大
き
く
躍

進
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

そ
の
間
、
大
き
な
問
題
も
な
く
苦
難
を
乗
り
越
え
、
成
果
を
収
め

る
こ
と
が
出
来
た
の
も
会
員
皆
さ
ん
の
一
人
一
人
の
お
力
添
え
が

あ
っ
て
の
こ
と
と
感
謝
致
し
て
お
り
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
感
染
が
全
く
な
く
な
っ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ

れ
か
ら
は
コ
ロ
ナ
前
の
活
動
環
境
に
戻
る
の
で
は
な
い
か
と
期
待
を

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
吟
詠
活
動
を
推
進
し
、
こ
れ
ま
で
み
ん

な
の
集
ま
る
機
会
が
少
な
か
っ
た
分
、
よ
り
親
睦
を
図
っ
て
い
こ
う

と
思
い
ま
す
。

　

次
に
掲
げ
る
の
は
、今
年
度
の
主
な
行
事
計
画
と
私
の
思
い
で
す
。

①
第
七
十
回
清
吟
堂
吟
友
会
吟
剣
詩
舞
道
大
会

　
（�

第
七
十
回
大
会
を
祝
福
し
、
こ
れ
ま
で
の
ブ
ロ
ッ
ク
成
果
を
清

吟
堂
全
会
員
の
前
で
十
二
分
に
披
露
し
て
こ
よ
う
。）

②
全
国
吟
詠
合
吟
コ
ン
ク
ー
ル
に
島
根
会
員
出
場

　
（
力
を
結
集
し
て
上
位
入
賞
を
目
指
そ
う
。）

③
各
種
吟
詠
大
会
、
育
成
会
、
研
修
会

　
（
普
段
の
練
習
の
成
果
を
思
う
存
分
に
発
表
し
よ
う
。）

④
島
根
東
部
寿
栄
大
会

　
（�

今
年
か
ら
七
十
五
歳
以
上
対
象
（
五
歳
若
返
り
）。
バ
ス
チ
ャ
ー

タ
ー
。
東
部
の
皆
さ
ん
と
吟
詠
を
楽
し
も
う
。）

⑤
ブ
ロ
ッ
ク
新
年
賀
会

　
（
全
員
が
吟
詠
舞
台
出
演
、
の
ち
懇
親
会
、
親
睦
を
深
め
よ
う
）

　

以
上
の
計
画
・
目
標
が
達
成
で
き
る
よ
う
皆
さ
ん
の
活
躍
を
ブ

ロ
ッ
ク
を
挙
げ
て
応
援
し
て
い
き
ま
す
。

　

今
後
と
も
よ
り
一
層
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
宜
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
を
脱
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

清
吟
堂
吟
友
会
出
雲
ブ
ロ
ッ
ク

�

会
　
長　

橋
　

本
　

清
　

邦
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総
会
で
は
、
昨
年
度
の
事
業
・
決
算
報
告
並
び
に
新
年
度
の
事

業
計
画
・
予
算
案
が
審
議
さ
れ
、
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
本
年

度
は
役
員
の
一

部
改
選
が
あ

り
、
副
会
長
の

高
野
公
風
氏
が

退
任
さ
れ
、
新

た
な
副
会
長
に

錦
織
勇
風
氏
が

選
任
さ
れ
ま
し

た
。
新
年
度
の

役
員
、
行
事
予

定
は
、
下
表
の

と
お
り
で
す
。

通 

常 

総 

会 

開 

催

令和 5年度出雲ブロック行事予定
令和 5年 4月 1日

月　日 行　事 場　所
 4/ 1 ㈯ ブロック支部長会 高浜コミュニティセンター
 4/16 ㈰ 全国吟詠コンクール島根県大会 島根県民会館
 4/30 ㈰ 審査員研修会（島根県東部） 島根県民会館
 5/13 ㈯ ブロック通常総会・ブロック支部長会 鳶巣コミュニティセンター
 5/21 ㈰ 本部理事会・通常総会 松山（東京第一ホテル）
 6/ 3 ㈯ ブロック支部長会
 6/18 ㈰ 吟士権出雲地区吟詠大会 平田文化館
 7/ 1 ㈯ ブロック支部長会
 7/ 9 ㈰ 全国剣詩舞コンクール中国大会 広島・安芸区民文化センター
 7/30 ㈰ 全国吟詠コンクール中国大会 倉敷市児島市民交流センター
 8/ 5 ㈯ ブロック支部長会
 8/ 5 ㈯ 第 1回会員増強対策会議
 8/ 6 ㈰ 指導者・吟士権島根県東部大会 安来市アルテピア
 8/20 ㈰ 中国地区吟詠特別研修会 倉敷市金光公民館
 8/27 ㈰ 吟士権並びに指導者決勝大会 松山市
 9/ 2 ㈯ ブロック支部長会
9/18 ㈪㈷ 全国吟詠コンクール決勝大会 東京都千代田区日本教育会館
 9/24 ㈰ 全国剣詩舞コンクール決勝大会 大阪門真市市民文化会館
10/ 1 ㈰ 第 70 回清吟堂吟剣詩舞道大会 松山市民会館
10/ 7 ㈰ ブロック支部長会
10/22 ㈰ 寿栄大会（島根県東部） 安来市夢ランドしらさぎ
11/ 4 ㈯ ブロック支部長会
11/12 ㈰ ブロック研修会（六段・七段）
11/23 ㈭㈷ 剣詩舞・群舞コンクール 広島・安芸区民文化センター
12/ 2 ㈯ ブロック支部長会
12/ 3 ㈰ 出雲地区段位審査会 平田文化館

12/10 ㈰ 第 53 回全国吟剣詩舞道大会 
（全国吟詠合吟コンクール） 千葉県市川市文化会館

 1/ 6 ㈯ ブロック支部長会
 1/21 ㈰ 出雲ブロック新年賀会 ラピタ（予定）
 2/ 4 ㈰ ブロック支部長会
 2/ 4 ㈰ 第 2回会員増強対策会議
 3/ 2 ㈯ ブロック支部長会
 3/ 3 ㈰ 出雲ブロック育成吟詠大会 斐川文化会館

令和 ５年・６年度出雲ブロック役員
令和 ５年 ５月 20 日

役　職　名 氏　　名 所属支部 氏　　名 所属支部

会　長 橋本　清邦 平田東

佐藤　瑞雪 ラピタ

副会長 曽田　瑞恵 平田第二

錦織　勇風 今市

事務局長 高橋　充風 清吟出雲

部　　長 副部長

事
務
局

担当部 吉川　麗京 里方 板垣　麗香 佐田

育成会担当部 須山　昌風 今市 三成　麗歳 西平田

吟士権担当部 安部　瑞麗 琴引第二 勝部　麗迦 琴引

段位審査担当部 布野　年風 神西 藤原　松風 神西

寿栄大会担当部 米田　拓朗 四絡 寺本　進風 蛇島

会計担当部 杉原　麗蓮 御衣黄 多納　ちず 御衣黄

指導研修局長 佐藤　瑞雪
（兼務） ラピタ 吉田　瑞篤 稗原

指導研修局　伴奏担当部 岩滝　瑞民 神名火 岩谷　瑞幸 斐川

剣詩舞局 平井　麗翠 里方 加谷　麗璃 吉場

組織運営部 橋本　清邦
（兼務） 平田東 曽田　瑞恵

（兼務） 平田第二

広報部 樋野　朝風 斐川 石崎　郷風 清吟出雲

監　　事
阿式　良風 国富

大輝　孝志 四絡

常任顧問

高田　清慶 四絡

土江　清眞 平田第一

森山　清雲　清吟出雲

令
和
五
年
度

通常総会 2023.5.13

　
令
和
五
年
度
の
ブ
ロ
ッ
ク
総
会
が
、
今
年
度
か
ら

一
ヶ
月
繰
り
下
げ
て
、
五
月
十
三
日
（
土
）
に
鳶
巣
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
年
度
は
通
常
議
事
の
他
、
役
員
の
一
部
改
選
が
あ

り
ま
し
た
。
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高
橋　

充
風
（
清
吟
出
雲
）

　

岩
谷　

瑞
幸
（
斐
川
）

　

曽
田　

瑞
恵
（
平
田
第
二
）

　

大
輝　

孝
志
（
四
絡
）

　

清
水　

睦
子
（
国
富
）

　

常
松　

智
子
（
あ
じ
さ
い
）

　

藤
原　

瑞
映
（
西
平
田
）

　

岡　
　

麗
康
（
平
田
第
一
）

　

土
江　

清
眞
（
平
田
第
一
）

　

森
山　

清
雲
（
清
吟
出
雲
）

　

伊
藤　

圭
風
（
出
雲
中
央
）

　

高
田　

清
慶
（
四
絡
）

　

吉
田　

瑞
篤
（
稗
原
）

　

若
林　

麗
恒
（
里
方
）

　

藤
原　

松
風
（
神
西
）

　

園
山　

孝
風
（
平
田
第
一
）

　

吉
岡　

麗
泉
（
平
田
第
二
）

　

繁
澤　

麗
幸
（
国
富
）

　

奥
野　

麗
愛
（
な
で
し
こ
）

　

大
輝　

孝
志
（
四
絡
）

　

景
山　

和
子
（
頓
原
）

　

佐
藤　

弘
美
（
西
平
田
）

　

多
々
納　

均
（
斐
川
）

　

三
原　

愛
子
（
琴
引
）

　

加
谷　

麗
璃
（
吉
場
）

　

古
川　

久
枝
（
平
野
第
二
）

　

深
石　

政
朋
（
佐
田
）

　

黒
目
佳
奈
子
（
里
方
第
二
）

　

藤
江　
　

基
（
ラ
ピ
タ
）

　

藤
原　

峯
子
（
頓
原
）

　

伊
藤　

寿
風
（
清
吟
出
雲
）

�

Ｒ
5
・
3
・
12
斐
川
文
化
会
館

●
新
人
・
準
初
段
の
部
●

入　

賞　

神
門
佐
代
子
（
斐
川
）

●
初
段
の
部
●

入　

賞　

上
土
由
紀
子
（
今
市
）

●
二
段
・
三
段
の
部
●

入　

賞　

新
宮　

幸
子
（
里
方
）

　
　
　
　

藤
江　
　

基
（
ラ
ピ
タ
）

●
四
段
の
部
●

入　

賞　

石
飛　

邦
子
（
里
方
）

　
　
　
　

伊
藤　

美
雪�

（
あ
じ
さ
い
）

　
　
　
　

深
石　

政
朋
（
佐
田
）

　
　
　
　

佐
藤　

弘
美
（
西
平
田
）

佳
吟
賞　

多
々
納　

均
（
斐
川
）

●
五
段
の
部
●

入　

賞　

橘　
　

誠
風
（
今
市
）

　
　
　
　

江
角　

豊
子
（
神
名
火
）

　
　
　
　

古
川　

久
枝
（
平
野
第
二
）

　
　
　
　

阿
式　

良
憲
（
国
富
）

　
　
　
　

三
成　

淳
風
（
稗
原
）

佳
吟
賞　

花
田　

麗
百
（
メ
タ
セ
）

　
　
　
　

高
橋　

充
風�

（
清
吟
出
雲
）

�

Ｒ
5
・
4
・
16 

島
根
県
民
会
館

●
一
般
一
部
●

優
勝　
　

杉
原　

由
佳
（
御
衣
黄
）

�

中
国
大
会
出
場

準
優
勝　

勝
部
美
穂
子
（
琴
引
）

�

中
国
大
会
出
場

第
三
位　

加
谷
真
理
子
（
吉
場
）

●
一
般
二
部
●

入　

賞　

錦
織　

千
枝
（
里
方
第
二
）

入　

賞　

吾
郷
須
磨
子
（
頓
原
）

●
一
般
三
部
●

第
三
位　

児
玉　

春
雄
（
稗
原
）

�

中
国
大
会
出
場

入　

賞　

吉
田　

篤
子
（
稗
原
）

�

中
国
大
会
出
場

●
一
般
四
部
●

優　

勝　

森
山　

静
男
（
清
吟
出
雲
）

準
優
勝　

三
成　

俊
次
（
平
田
第
一
）

�

Ｒ
5
・
6
・
18 

平
田
文
化
館

●
新
人
・
準
初
段
の
部
●

入　

賞　

神
門
佐
代
子
（
斐
川
）

●
初
段
の
部
●

入　

賞　

福
井　

美
恵
（
あ
じ
さ
い
）

佳
吟
賞　

森
島
美
智
子
（
琴
引
第
二
）

●
二
段
・
三
段
の
部
●

入　

賞　

湯
浅　

素
直
（
平
野
第
二
）

　
　
　
　

藤
江　
　

基
（
ラ
ピ
タ
）

佳
吟
賞　

米
田　

拓
朗
（
四
絡
）

●
寿
栄
一
部
●

入　

賞　

山
中　

洋
美
（
琴
引
）

　
　
　
　

安
部　

麗
喜
（
琴
引
第
二
）

佳
吟
賞　

高
橋　

信
夫
（
宍
道
）

●
寿
栄
二
部
●

入　

賞　

奥
野　

麗
愛
（
な
で
し
こ
）

　
　
　
　

青
木　

渓
風
（
平
野
第
二
）

　
　
　
　

吉
岡　

麗
泉
（
平
田
第
二
）

佳
吟
賞　

池
淵　

麗
郁
（
神
名
火
）

　
　
　
　

原　

千
賀
子
（
神
名
火
）

●
四
段
の
部
●

入　

賞　

加
谷　

公
代
（
吉
場
）

　
　
　
　

伊
藤　

美
雪
（
あ
じ
さ
い
）

　
　
　
　

福
島　
　

亘
（
里
方
第
二
）

　
　
　
　

吾
郷
須
摩
子
（
頓
原
）

　
　
　
　

錦
織　

千
枝
（
里
方
第
二
）

　
　
　
　

小
村　

直
之
（
清
吟
出
雲
）

　
　
　
　

古
川
由
美
子
（
あ
じ
さ
い
）

佳
吟
賞　

深
石　

政
朋
（
佐
田
）

　
　
　
　

石
飛　

邦
子
（
里
方
）

　
　
　
　

景
山　

和
子
（
頓
原
）

●
五
段
の
部
●

入　

賞　

加
谷　

麗
璃
（
吉
場
）

　
　
　
　

山
碕　

麗
寧
（
琴
引
第
二
）

　
　
　
　

橋
本　

泰
明
（
平
田
東
）

　
　
　
　

清
水　

麗
睦
（
国
富
）

　
　
　
　

寺
本　

進
風
（
蛇
島
）

　
　
　
　

高
橋　

航
風
（
蛇
島
）

　
　
　
　

樋
野　

朝
風
（
斐
川
）

佳
吟
賞　

古
川　

久
枝
（
平
野
第
二
）

　
　
　
　

別
木　

麗
香
（
頓
原
）

　
　
　
　

高
橋　

麗
奈
（
清
吟
出
雲
）

●
六
段
の
部
●

入　

賞　

板
垣　

麗
香
（
佐
田
）

　
　
　
　

大
國　

麗
裕
（
さ
つ
き
）

　
　
　
　

三
成　

麗
歳
（
西
平
田
）

佳
吟
賞　

山
本　

樹
風
（
Ｊ
Ａ
い
ず
も

）

●
七
段
の
部
●

入　

賞　

若
林　

麗
恒
（
里
方
）

　
　
　
　

竹
田　

麗
穂
（
ラ
ピ
タ
）

　
　
　
　

花
田　

麗
華
（
メ
タ
セ
）

　
　
　
　

吉
田　

滉
風
（
稗
原
）

佳
吟
賞　

常
松　

麗
華
（
平
田
第
一
）

　
　
　
　

園
山　

孝
風
（
平
田
第
一
）

会
員
表
彰

会
員
表
彰

会
員
増
強
奨
励
表
彰（
令
和
4
年
年
間
表
彰
）

長
寿
会
員
表
彰

45
年
会
員
精
励
表
彰

40
年
会
員
精
励
表
彰

30
年
会
員
精
励
表
彰

20
年
会
員
精
励
表
彰

10
年
会
員
精
励
表
彰

地
区
功
労
者
表
彰
（
５
年
）

各
種
吟
詠
大
会
の
結
果

各
種
吟
詠
大
会
の
結
果

令
和
四
年
度
育
成
吟
詠
大
会

全
国
吟
詠
コ
ン
ク
ー
ル
・
島
根
県
大
会

令
和
五
年
度
吟
士
権
出
雲
地
区
吟
詠
大
会
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本
年
十
二
月
十
日
（
日
）
に

千
葉
県
市
川
市
文
化
会
館
で
行

わ
れ
る
全
国
吟
詠
合
吟
コ
ン

ク
ー
ル
（（
公
財
）
日
本
吟
剣

詩
舞
振
興
会
主
催
）
に
、
今
年

度
は
清
吟
堂
吟
友
会
か
ら
島
根

県
男
子
チ
ー
ム
十
五
名
と
島
根

県
女
子
チ
ー
ム
十
五
名
の
二

チ
ー
ム
が
出
場
し
ま
す
。
男
子

チ
ー
ム
は
、
平
成
二
十
八
年
度

以
来
七
年
ぶ
り
、
女
子
チ
ー
ム

は
平
成
三
十
年
度
以
来
五
年
ぶ

り
の
出
場
で
す
。
特
に
女
子

チ
ー
ム
は
、
前
回
出
場
時
第
三

位
を
獲
得
す
る
快
挙
で
し
た
。

　

吟
題
は
、
男
子
が
王
翰
作

「
涼
州
詞
」（
3

－

6
）、
女
子
が

福
沢
諭
吉
作
「
花
を
惜
し
む
」

（
8

－

5
）
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
チ
ー
ム
に
は
、
指

導
合
宿
を
含
む
長
丁
場
の
リ

ハ
ー
サ
ル
が
待
っ
て
い
ま
す
。
両

チ
ー
ム
の
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。

　

出
雲
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
の
出
場

者
は
、
以
下
の
通
り
で
す
。

・
男
子
チ
ー
ム　

児
玉
春
風

（
稗
原
）・
高
橋
航
風（
蛇
島
）・

樋
野
朝
風
（
斐
川
）・
高
橋

充
風
（
清
吟
出
雲
）・
福
島

亘
（
里
方
第
二
）・
湯
浅
素

直
（
平
野
第
二
）

・
女
子
チ
ー
ム　

勝
部
麗
迦

（
琴
引
）・
加
谷
麗
璃（
吉
場
）・

錦
織
千
枝
（
里
方
第
二
）・

伊
藤
美
雪
（
あ
じ
さ
い
）・

加
谷
公
代
（
吉
場
）・
古
川

由
美
子
（
あ
じ
さ
い
）

※�

写
真
は
、
五
月
二
十
八
日

（
日
）
松
江
護
国
神
社
で
の

必
勝
祈
願
祭
結
団
式
時

令
和
五
年
度
全
国
吟
詠
合
吟
コ
ン
ク
ー
ル

令
和
五
年
度
全
国
吟
詠
合
吟
コ
ン
ク
ー
ル

��
清
吟
堂
吟
友
会
か
ら
島
根
県
チ
ー
ム
が
出
場

清
吟
堂
吟
友
会
か
ら
島
根
県
チ
ー
ム
が
出
場

令和５年度全国吟詠合吟コンクール結団式 2023.05.28

�

里
方
支
部　

吉
川　

京
子

○
蠟
梅
を
頂
き
か
め
に
投
げ
入
れ
の

�

南
天
、
水
仙
添
え
て
楽
し
む

○
過
ぎ
し
日
の
ペ
ー
ジ
め
く
り
て
師
を
偲
び

�

感
謝
を
し
つ
つ
一
歩
踏
み
出
す

�

斐
川
支
部　

小
中　
　

寛

○
虎も

が
り落
笛ぶ
え

鳴
き
や
む
気
配
な
き
夜
は

�

親と

友も

泊
め
て
呑
む
ク
ダ
を
巻
く
ま
で

○「
陸お
か
の
暮
ら
し
馴
染
め
ん
」
と
突
然
メ
ー
ル
あ
り

�

妻
を
亡
く
し
た
旧と

友も

は
船
乗
り

�

四
絡
支
部　

増
田　
　

登

○
眼
鏡
か
け
更
に
レ
ン
ズ
で
拡
大
し

�

文
字
を
追
っ
て
る
老
い
の
執
念

○
休
校
で
孫
が
集
ま
る
老
い
の
家

�

臨
時
の
学
校
吾
が
先
生

�

琴
引
第
二
支
部　

安
部　

豊
枝

○
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
対
角
線
に
切
っ
て
夏

○
独
り
居
の
晴
耕
雨
読
立
葵

�

ラ
ピ
タ
支
部　

石
飛　
　

勝

○
袖
ふ
れ
て
白
蓮
の
ご
と
香
り
く
る

○
春
隣
り
忍
ぶ
逢
瀬
の
道
険
わ
し

�

琴
引
第
二
支
部　

山
碕
智
恵
美

○
一
声
に
つ
ら
れ
蛙
の
田
と
な
り
ぬ

○
追
は
る
る
も
追
ふ
も
必
死
よ
つ
ば
く
ら
め

�

ラ
ピ
タ
支
部　

石
飛　
　

勝

○
ご
縁
説
く
せ
っ
ぽ
う
と
き
に
子
守
唄

○
初
恋
も
「
よ
わ
い
」
重
ね
て
半
世
紀

�

今
市
支
部　

今
岡　
　

健

○
良
き
友
が
沢
山
集
う
吟
友
会

○
出
雲
弁
訛
り
に
揺
れ
る
イ
ヤ
リ
ン
グ

�

今
市
支
部　

佐
野
美
和
子

○
越
え
て
来
た
辛
苦
の
坂
も
今
は
春

○
好
き
な
道
ゆ
っ
く
り
歩
む
米
寿
坂

�

四
絡
支
部　

増
田　
　

登

○
汚
れ
な
き
瞳
に
勇
気
も
ら
い
う
け

○
ど
の
国
も
は
じ
ま
る
ま
で
は
世
界
一

短
　
歌

俳
　
句

川
　
柳

芸
文

の
広
場
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先
般
は
、
本
会
か
ら
地
区
功

労
賞
（
五
年
）
を
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
回
機
会
を
得
ま
し
た
の

で
、
詩
吟
と
の
縁
を
記
し
て
み

た
い
と
思
い
ま
す
。
今
か
ら
約

三
十
年
前
職
場
で
忘
年
会
が
あ

り
ま
し
た
。
歌
や
踊
り
の
余
興

の
あ
と
、
後
方
か
ら
Ａ
さ
ん

が
、「
私
、
詩
吟
を
吟
じ
ま
す
」

と
言
わ
れ
ま
し
た
。
初
め
て

聞
く
言
葉
な
の
で
、「
え
っ
何

の
こ
と
？
」
と
少
し
あ
わ
て
、

び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
Ａ
さ
ん

は
、
い
つ
も
穏
や
か
な
表
情
で

ゆ
っ
く
り
話
し
か
け
て
こ
ら
れ

る
方
で
し
た
が
、
詩
吟
で
は
情

感
豊
か
で
力
強
い
場
面
も
あ
り

ま
し
た
。
私
は
そ
の
詩
吟
を
聴

き
、
心
が
揺
さ
ぶ
ら
れ
、「
い

つ
か
学
べ
た
ら
い
い
な
」
と
い

う
気
が
し
た
の
を
覚
え
て
お
り

ま
す
。

　

あ
の
日
か
ら
数
十
年
後
の
三

月
に
退
職
と
な
り
、
こ
れ
が
よ

い
機
会
で
は
・
・
・
と
入
会
の

準
備
を
し
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が

家
庭
の
中
心
で
あ
っ
た
義
母
が

四
月
に
倒
れ
、
入
院
・
施
設
入

所
・
入
院
等
の
繰
り
返
し
で
、

家
庭
内
も
ス
ム
ー
ス
に
回
ら
な

く
な
り
ま
し
た
。
母
の
病
状
も

横
バ
イ
が
続
き
、
翌
年
の
一
月

に
は
薬
石
の
効
な
く
浄
土
に
旅

立
ち
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
近
年
ま
で
、
子
供

の
結
婚
や
孫
誕
生
・
義
父
の
死

亡
・
さ
ら
に
私
の
腰
椎
圧
迫
骨

折
手
術
・
転
倒
し
た
た
め
大
腿

部
頸
部
骨
折
で
ま
た
手
術
が
あ

り
ま
し
た
。
で
す
か
ら
、
入
会

は
平
成
二
十
二
年
八
月
一
日
で

十
二
年
経
過
し
ま
し
た
が
、
欠

席
や
休
会
し
て
い
た
期
間
が
長

く
、
実
際
活
動
は
ま
だ
五
年

で
す
。

　

私
の
体
調
が
よ
く
な
り
復
会

時
に
は
、
み
な
さ
ん
が
暖
か
く

迎
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
ま

た
、吟
友
会
信
条
の
三
番
目「
詩

歌
を
吟
じ
て
明
る
い
郷
土
を
築

き
ま
し
ょ
う
」
を
読
み
上
げ
る

時
、
な
ん
と
も
言
え
な
い
安
心

感
に
勇
気
づ
け
ら
れ
ま
す
。

　

稗
原
地
区
で
は
、「
戦
没
者

慰
霊
祭
」「
文
化
祭
」「
敬
老
会
」

の
場
で
披
露
し
ま
す
が
、
こ
れ

を
き
っ
か
け
に
会
員
が
増
え
る

の
を
望
む
と
こ
ろ
で
す
。

　

現
在
は
、
練
習
日
に
「
素
読

を
十
分
に
・
腹
か
ら
声
を
出
す
・

二
音
一
拍
を
・
体
を
揺
ら
さ
な

い
で
等
々
」
沢
山
の
指
導
を
受

け
て
い
ま
す
。
本
部
の
先
生
や

県
の
指
導
者
の
方
々
に
も
大
変

お
世
話
に
な
っ
て
お
り
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
だ
五

年
目
で
は
あ
り
ま
す
が
、
日
々

の
練
習
や
大
会
を
大
切
に
し
、

元
気
で
続
け
て
行
き
た
い
も
の

で
す
。

　

令
和
四
年
十
二
月
四
日
斐
川

文
化
会
館
に
お
い
て
段
位
審
査

と
併
せ
て
称
号
審
査
が
あ
り
、

無
事
に
予
備
七
段
の
認
定
と
師

範
称
号
の
認
許
を
得
る
事
が
出

来
て
喜
ん
で
お
り
ま
す
。

　

私
が
詩
吟
を
始
め
た
キ
ッ
カ

ケ
は
、
平
田
の
土
江
先
生
の
勧

め
で
あ
り
ま
す
。
高
校
の
同
窓

生
で
も
あ
り
、
同
窓
会
の
席
で

是
非
入
会
し
て
く
れ
と
の
誘
い

が
あ
り
入
会
し
ま
し
た
。
以
後

十
七
年
間
吟
道
に
励
ん
で
い
ま

す
。
今
は
指
導
者
と
し
て
里
方

支
部
の
夜
の
部
を
受
け
持
っ
て

い
ま
す
。

　

師
範
称
号
を
頂
い
た
時
か
ら

重
い
責
任
を
感
じ
て
い
ま
す
。

師
範
と
し
て
皆
様
の
手
本
と
な

る
よ
う
日
夜
励
ん
で
い
ま
す
。

先
ず
は
詩
吟
の
ト
レ
ー
ナ
ー
を

ス
ム
ー
ス
に
弾
け
る
事
、
又
発

声
・
ア
ク
セ
ン
ト
・
渡
り
・
音

程
・
時
間
・
節
に
大
ゆ
り
小
ゆ

り
を
入
れ
る
な
ど
の
課
題
を
克

服
す
る
こ
と
で
す
。

　

詩
吟
の
仲
間
に
入
っ
て
良

か
っ
た
こ
と
は
、
多
く
の
出
会

い
が
あ
っ
た
こ
と
で
す
。
特
に

平
成
二
十
八
年
十
月
に
東
京
の

日
本
武
道
館
で
行
わ
れ
た
「
全

国
吟
詠
合
吟
コ
ン
ク
ー
ル
」
に

島
根
男
子
チ
ー
ム
で
出
場
し
、

松
江
・
安
来
・
浜
田
・
大
田
・

出
雲
各
ブ
ロ
ッ
ク
の
皆
様
と
知

り
合
っ
た
こ
と
、
ま
た
詩
吟
の

ゴ
ル
フ
会
に
参
加
し
、
仲
間
が

出
来
た
こ
と
な
ど
で
す
。

　

今
後
は
益
々
精
進
し
て
詩
吟

の
発
展
の
た
め
に
健
闘
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

平田第一支部

　三 成 俊 風

師範称号の認許
を得て

稗
原
支
部　

森 

山 

佳 

江

私
は
、
ま
だ
5
 

12
年
生
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会報発行により、清吟堂吟友会出雲ブ
ロックのホームページを7月中旬に更
新します。アドレス等は以下。

 s-ginyukai-izumo.l
（エルエー）
a.coocan.jp 

　yahoo や google の検索サイトで清
吟堂吟友会出雲または詩吟出雲で検索す
れば当ブロックのホームページにアクセ
スできます。

☆★☆ホームページ更新のご案内☆★☆
　

五
月
八
日
に
感
染
症
コ
ロ
ナ
が
、
法
律
上
の
「
２
類
相
当
」

か
ら
「
５
類
」
に
格
下
げ
分
類
と
な
り
ま
し
た
。

　

前
向
き
に
な
り
に
く
い
自
粛
と
い
う
気
持
ち
の
縛
り
か
ら

や
っ
と
解
放
さ
れ
た
と
感
じ
た
人
は
多
い
と
思
い
ま
す
。
三
年

余
り
の
コ
ロ
ナ
漬
け
経
験
の
一
つ
の
成
果
は
、
健
康
、
健
全
な

身
体
の
維
持
が
一
番
の
感
染
症
対
策
と
感
じ
ら
れ
た
事
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
？

　

吟
友
会
の
仲
間
と
の
ふ
れ
あ
い
、
腹
筋
を
鍛
え
大
き
な
声
を

飛
ば
す
、
詩
歌
を
吟
じ
て
楽
し
む
こ
と
が
改
め
て
健
康
の
秘
訣

と
思
っ
て
い
ま
す
。

�

（
広
報
担
当　

樋
野
・
石
崎
）

あ 

と 

が 

き

　

背
広
を
脱
ぎ
、
ネ
ク
タ
イ
を

外
し
、
さ
あ
第
二
の
人
生
を
謳

歌
し
よ
う
と
思
っ
た
矢
先
、
現

役
時
代
の
不
摂
生
が
た
た
り
、

肺
が
ん
を
患
う
こ
と
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
。
幸
い
に
、
早
期
発

見
で
あ
っ
た
た
め
、
摘
出
手
術

も
無
事
終
わ
り
、
予
定
よ
り
早

い
退
院
と
な
り
、
そ
の
後
は
一

日
も
早
い
体
力
の
回
復
を
願
っ

て
、
リ
ハ
ビ
リ
に
専
念
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。

　

早
速
、
浜
山
体
育
館
で
主
催

さ
れ
て
い
た
健
康
教
室
に
入

り
、
体
操
や
軽
ス
ポ
ー
ツ
に
励

む
日
々
が
続
い
て
い
た
あ
る

日
、
教
室
仲
間
の
先
輩
か
ら
詩

吟
は
健
康
に
よ
く
、
特
に
お
腹

か
ら
声
を
出
す
こ
と
が
肺
活
力

を
強
く
す
る
こ
と
や
ス
ト
レ
ス

解
消
、
気
分
転
換
に
な
る
と
紹

介
さ
れ
、
詩
吟
教
室
へ
の
誘
い

を
受
け
ま
し
た
。

　

リ
ハ
ビ
リ
中
の
私
に
と
っ

て
、
大
変
あ
り
が
た
い
話
で
は

あ
っ
た
が
、
詩
吟
と
は
、
高
尚

で
敷
居
の
高
い
も
の
と
の
思
い

か
ら
、
丁
重
に
お
断
り
を
し
て

い
ま
し
た
が
、
再
度
の
熱
心
な

お
誘
い
に
、
教
室
の
見
学
を
す

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

以
来
、
不
安
な
気
持
ち
を
持

ち
な
が
ら
一
念
発
起
、
吟
友
会

四
絡
支
部
に
入
会
し
、
指
導
の

先
生
や
先
輩
諸
氏
か
ら
詩
吟
の

イ
ロ
ハ
を
教
わ
り
な
が
ら
、
い

ろ
い
ろ
な
大
会
に
も
参
加
す
る

機
会
を
得
て
、
あ
っ
と
い
う

間
に
四
年
の
歳
月
が
過
ぎ
ま

し
た
。「
継
続
は
力
」、
こ
の

四
年
を
無
駄
に
す
る
こ
と
な

く
、
詩
吟
の
礼
・
節
・
心
を
大

切
に
、
吟
詠
力
の
向
上
と
体
力

回
復
、
肺
機
能
の
回
復
に
努
め

な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
も
詩
吟
を

よ
り
身
近
な
も
の
と
し
て
楽
し

ん
で
い
け
れ
ば
と
願
う
こ
の
頃

で
す
。

四
絡
支
部

　
米 

田 

拓 

朗

継
続
は
力
な
り
！

　

児
玉
春
風
準
六
段
が
、
令
和

四
年
九
月
十
九
日
（
祝
）
東
京

の
日
本
教
育
会
館
で
行
わ
れ
た

令
和
四
年
度
全
国
吟
詠
コ
ン

ク
ー
ル
決
勝
大
会
一
般
三
部

で
、
見
事
七
位
入
賞
の
快
挙
を

遂
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
県
大
会
、
地

区
大
会
を
突
破
し
た
全
国
の
吟

士
の
集
う
公
益
財
団
法
人
日
本

吟
剣
詩
舞
振
興
会
主
催
の
全
国

大
会
で
す
。

　

同
大
会
で
の
入
賞
は
当
ブ

ロ
ッ
ク
初
の
事
で
、
ブ
ロ
ッ
ク

会
員
の
吟
詠
力
向
上
の
魁
を
な

す
も
の
で
あ
り
、
今
後
も
後
に

続
く
会
員
の
誕
生
を
期
待
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

令
和
四
年
度
全
国
吟
詠
コ
ン
ク
ー
ル
決
勝
大
会

令
和
四
年
度
全
国
吟
詠
コ
ン
ク
ー
ル
決
勝
大
会

��

児
玉
春
風
準
六
段
（
稗
原
支
部
）
が
七
位
入
賞
の
快
挙

児
玉
春
風
準
六
段
（
稗
原
支
部
）
が
七
位
入
賞
の
快
挙
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